
三宝荒神祭、節分会、特別祈祷会の御案内

令和6年 三宝荒神祭・節分会のご案内
例年と違い午後開催となりますのでご注意ください

12時半〜 受付
13時〜 『水行会』 於仏舎利塔前
13時半〜 三宝荒神祭・節分会法要 於本堂
14時〜 修法師 3名による除厄開運御祈祷

御祈祷終了後豆まき・福万来(ふくまき)

お参りの皆様には「福豆」「福銭」「記念品」を差し上げます。
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三宝荒神さまのおまつりの仕方

台所か神棚などに祀ります。粗末にならない、なるべく高い場所に
お祀りしましょう。一年間お護りいただいた古い荒神様はお寺まで
お持ち下さい。感謝のお経をあげてお焚きあげ致します。

御祈祷祈願料 （おふせ）2,000円

節分会
「季節の変わり目は邪気が入りやすい」と考えられ、また
「この時期は寒く体調を崩しやすい」ことから新しい年を迎
えるにあたって、邪気を祓い清め、一年間の無病息災祈り、
豆まきをする行事として定着しております。

法要の後には3年ぶりの豆まき、福万来を行います。
ご参拝の皆様の『無病息災』『開運招福』の御祈祷をした福
豆、福銭、福ものをご用意してお待ちしております。

福銭や福豆、お菓子の奉納を受け付けております。福銭は5
円・50円にてお持ちいただければ幸いです。ご奉納いただい
た方にはご家族の家内安全除災得幸の祈願を法要中にいたし
ます。



年間特別祈願
「年間特別祈願」は申込日より一年間、毎日のおつとめの際に申込者の
「心願成就」を祈願致します。
特別祈願願意例
「家内安全」「除災得幸」「仕事運上昇」「商売繁盛」「心願成就」
「身体健全」「病気平癒」「安産祈願」「合格祈願」「良縁成就」など
祈願料
お一人 3,000円（祈願数は3つまで）
授与品・・・木製祈祷札・心願成就御守

厄除け祈願
「厄年」を無事に過ごすことができるよう諸天善神に祈願をします。
また『何をやってもうまくいかない』『事故や災難によく遭う』とい
う方は「厄」の状態を除けるように祈願します。
祈願料
お一人 3,000円
授与品・・・木製祈祷札・厄除守

方位除け祈願
九星の星回りが悪い人が無事に一年間過ごすことができるように諸天
善神にご祈願します。
星回りが悪い方は身体的にも精神的にも様々な災禍が起こりやすいと
言われおり、方位除祈願を受けるべき年とされています。
祈願料
お一人 3,000円
授与品・・・木製祈祷札・方位除け守

特別祈願・厄除け祈願をお申し込みの方は同封の申込書にご記入の上、締め切り日までにFAXまたは投函、
もしくは直接お寺までお持ちください。

特別祈祷会終了後(15時半頃〜)
お招きしたお寺様との『３ケ寺合同の御首題お書き入れ』があります。
詳細はSNSや公式LINEにてお知らせします。
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「特別祈祷会」は大荒行堂を成満した僧侶により申し込んだ方の祈願が成就するように沢山のお
経を上げて諸天善神に祈願します。年のはじめに迫力満点のご祈祷を受けて諸天の力強いご加護
を頂きましょう！


